
追
跡
、
石
川
五
右
衛
門

第
五
回

並
木
五
瓶
『
金
門
五
山
桐
』（
上
）

永

吉

雅

夫

『
金
門
五
山
桐
』
に
つ
い
て
、『
石
川
五
右
衛
門
狂
言
集
』（『
日

本
戯
曲
全
集
』
第
三
巻
、
春
陽
堂
）
解
説
に
お
い
て
、
渥
美
清
太

郎
は
一
七
七
八
年
「
安
永
七
年
四
月
八
日
初
日
、
大
坂
角
の
芝

居
」
で
初
演
さ
れ
た
と
記
す
が
、『
歌
舞
伎
年
表
』
に
よ
れ
ば
、

同
年
「
四
月
四
日
、
大
阪
、
小
川
座
（
角
）、
三
の
替
「
金
門
五

山
桐
」。」
と
あ
る
。
現
在
で
は
『
楼
門
五
三
桐
』
の
名
題
で
上
演

さ
れ
る
こ
と
も
多
い
こ
の
芝
居
、
人
気
を
博
し
て
江
戸
へ
下
り
、

一
八
〇
〇
年
「
寛
政
十
二
年
二
月
の
市
村
座
」
で
の
上
演
の
際
の

名
題
が
『
楼
門
五
三
桐
』
で
あ
っ
た
と
、
同
じ
く
渥
美
は
記
し
て

い
る
。
作
者
は
、
当
時
ま
だ
「
並
木
五
兵
衛
」
と
表
記
し
た
、
の

ち
の
初
世
「
並
木
五
瓶
」
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
も
、『
歌
舞

伎
年
表
』
は
「
伝
奇
作
書
」
や
「
脚
色
余
録
」
に
依
拠
し
て
、

「
作
者
、
中
村
阿
契
、
筒
井
半
二
、
並
木
五
兵
衛
」
と
三
名
の
名

前
を
挙
げ
て
い
る
。

歌
舞
伎
に
お
け
る
石
川
五
右
衛
門
の
上
演
は
、『
歌
舞
伎
年
表
』

に
照
ら
せ
ば
、
は
や
く
一
六
七
四
年
「
延
宝
二
年
五
月
九
日
晩
、

大
和
守
邸
に
木
挽
町
役
者
を
召
す
（『
直
矩
日
記
』「
石
川
五
右
衛

門
物
語
（
内
記
、
八
十
郎
其
他
）」、
ま
た
一
七
〇
六
年
宝
永
三
年

「
七
月
十
一
日
、
大
佛
前
餅
屋
、
石
川
五
右
衛
門
の
百
年
忌
を
す

る
」
に
つ
づ
け
て
、「
八
月
、
京
、
亀
屋
座
、「
石
川
五
右
衛
門
」。

（
仁
左
衛
門
）」
と
い
う
記
載
が
あ
る
が
、
石
川
五
右
衛
門
を
主
題

に
書
き
下
ろ
さ
れ
た
歌
舞
伎
脚
本
と
し
て
は
、
こ
の
『
金
門
五
山

桐
』
が
最
初
の
も
の
で
あ
る
。

『
石
川
五
右
衛
門
狂
言
集
』
所
収
テ
キ
ス
ト
に
し
た
が
っ
て
、

そ
の
構
成
を
示
せ
ば
以
下
の
と
お
り
。

序
幕

玄
海
が
島
の
場

島
原
揚
屋
の
場

御
殿
折
檻
の

場二
幕
目

大
炊
之
助
館
の
場

南
禅
寺
山
門
の
場

三
幕
目

大
手
並
木
松
原
の
場

四
幕
目

大
佛
餅
屋
の
場

大
切

桃
山
御
殿
の
場

以
上
、
五
幕
八
場
を
も
っ
て
構
成
さ
れ
た
こ
の
芝
居
は
、
角
書

（
�
）

に
「
五
右
衛
門
忍
術
の
事
・
瀬
川
采
女
艶
書
の
事
」
と
記
さ
れ
て

─ ２８ ─



お
り
、
五
右
衛
門
の
活
劇
と
、
瀬
川
采
女
の
色
事
が
焦
点
で
も
あ

る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

忍
術
と
五
右
衛
門
と
の
結
び
つ
き
は
、
す
で
に
は
や
く
近
松
門

左
衛
門
の
『
傾
城
吉
岡
染
』
に
唐�

突�

に�

記
述
さ
れ
て
い
た
が
、
歌

舞
伎
の
五
右
衛
門
と
し
て
ど
ん
な
五
右
衛
門
像
が
つ
く
り
あ
げ
ら

れ
た
の
か
、
以
下
、
南
禅
寺
山
門
の
場
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
『
金

門
五
山
桐
』
の
世
界
を
見
て
み
よ
う
。

（
一
）

ま
ず
、
狂
言
名
題
に
つ
い
て
整
理
し
て
お
こ
う
。
そ
の
振
れ
幅

が
、
こ
の
芝
居
の
根
本
的
な
枠
組
み
と
し
て
の
世
界
を
示
す
と
同

時
に
、
相
次
ぐ
ど
ん
で
ん
返
し
と
い
う
趣
向
の
複
雑
さ
を
も
う
か

が
わ
せ
る
だ
ろ
う
。

初
演
時
の
『
金
門
五
山
桐
』
が
江
戸
初
演
に
お
い
て
『
楼
門
五

三
桐
』
と
改
め
ら
れ
た
こ
と
は
す
で
に
記
し
た
が
、
た
と
え
ば

（
�
）

『
演
劇
百
科
大
事
典
』
に
は
、「
き
ん
も
ん
ご
さ
ん
の
き
り
」
の
項

目
見
出
し
の
も
と
「
金
門
五
三
桐
」
と
表
記
し
て
、「
別
名
題

「
楼
門
五
三
（
山
）
桐
」」
と
し
て
そ
れ
に
「
さ
ん
も
ん
ご
さ
ん
の

き
り
」
と
ル
ビ
を
付
し
、
次
い
で
「
通
称
「
山
門
」」
と
記
し
て

い
る
。
つ
ま
り
、
音
的
に
は
名
題
は
二
通
り
あ
り
、「
き
ん
も
ん

ご
さ
ん
の
き
り
」
と
読
ん
で
も
表
記
に
は
「
金
門
五
山
桐
」
と

「
金
門
五
三
桐
」
と
が
あ
り
、
同
様
に
「
さ
ん
も
ん
ご
さ
ん
の
き

り
」
の
場
合
に
も
「
楼
門
五
三
桐
」
と
「
楼
門
五
山
桐
」
と
が
あ

っ
て
、
し
か
し
、
い
ず
れ
も
短
く
通
称
す
る
と
き
は
「
山
門
」
と

記
す
と
い
う
の
で
あ
る
。

「
山
門
」
が
二
幕
目
の
返
し
幕
「
南
禅
寺
山
門
の
場
」
に
よ
る

こ
と
は
分
か
り
や
す
い
。
そ
の
読
み
方
で
「
楼
門
」
の
文
字
を
宛

て
る
の
は
、
そ
の
山
門
が
二
階
造
り
の
構
造
を
持
っ
て
い
る
か
ら

で
あ
る
。
実
際
、
こ
の
場
面
は
、
現
在
で
は
こ
の
芝
居
の
う
ち
此

処
だ
け
が
上
演
さ
れ
る
こ
と
多
く
、
そ
れ
も
不
思
議
で
は
な
い
、

い
か
に
も
歌
舞
伎
ら
し
い
は
な
や
か
さ
に
あ
ふ
れ
た
見
栄
え
の
す

る
シ
ー
ン
で
あ
る
が
、
ト
書
き
の
指
示
が
こ
ん
な
ふ
う
に
な
っ
て

い
る
。

造
り
物
、
山
門
の
二
重
、
扉
、
前
高
欄
、
た
る
木
、
桝
形
よ
ろ

し
く
、
右
三
の
両
脇
に
、
一
面
の
桜
の
花
、
前
の
踏
み
込
み
の

前
、
霞
に
て
、
下
は
隠
れ
て
ゐ
る
。
こ
の
縁
先
に
五
右
衛
門
、

高
欄
に
も
た
れ
、
太
き
煙
管
に
て
煙
草
を
の
み
、
四
方
の
風
景

を
見
て
居
る
見
得
に
て
、
こ
の
道
具
、
前
へ
突
き
出
す
。

「
黒
幕
が
切
っ
て
落
」
と
さ
れ
る
と
、
舞
台
に
は
山
門
の
高
欄

に
も
た
れ
て
い
る
五
右
衛
門
が
居
り
、
そ
の
足
元
に
「
霞
」
が
た

─ ２９ ─



な
び
き
、
視
線
の
さ
き
に
「
一
面
の
桜
」
を
思
い
描
か
せ
る
設
定

は
、
す
で
に
高
さ
を
演
出
し
て
い
る
が
、「
下
は
隠
れ
て
ゐ
る
」

そ
の
高
さ
の
実
現
は
、
こ
の
の
ち
書
面
を
読
ん
だ
五
右
衛
門
が

「
き
つ
と
な
つ
て
思
ひ
入
れ
あ
り
。
よ
ろ
し
く
見
得
」
に
き
ま
っ

た
あ
と
、「
チ
ョ
ン
チ
ョ
ン
に
て
、
こ
の
道
具
段
々
セ
リ
上
げ
て

く
る
」
こ
と
に
よ
っ
て
果
た
さ
れ
る
。
こ
の
大
道
具
の
せ
り
上

げ
、
こ
れ
は
こ
の
場
面
の
醍
醐
味
で
も
あ
る
が
、
舞
台
機
構
と
し

て
セ
リ
を
歌
舞
伎
に
使
用
し
た
の
は
一
七
五
三
年
宝
暦
三
年
十
二

月
、
並
木
正
三
に
よ
る
大
阪
大
西
芝
居
「
傾
城
天
羽
衣
」
大
切
茶

（
�
）

屋
場
が
最
初
と
さ
れ
て
い
る
。「
吾
八
」
の
名
を
一
七
七
七
年
安

永
六
年
、
ち
ょ
う
ど
「
金
門
五
山
桐
」
初
演
の
前
年
に
改
め
た

「
五
兵
衛
」
は
、
並
木
正
三
の
弟
子
で
あ
る
。

そ
し
て
、
南
禅
寺
は
い
わ
ゆ
る
京
都
五
山
の
寺
格
を
超
え
て
位

置
づ
け
ら
れ
る
寺
院
で
あ
る
が
ゆ
え
に
「
五
山
」
の
文
字
遣
い
に

な
っ
て
い
る
が
、「
桐
」
と
の
関
連
で
言
え
ば
そ
れ
は
「
五
三
」

と
の
語
呂
合
わ
せ
で
も
あ
る
。「
五
三
桐
」
は
紋
所
の
名
で
、
桐

紋
の
ひ
と
つ
、
朝
廷
か
ら
下
賜
さ
れ
た
織
田
信
長
が
秀
吉
に
も
与

え
豊
臣
の
家
紋
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
金�

紋�

五
三

桐
な
ら
ま
さ
に
豊
臣
秀
吉
を
意
味
す
る
こ
と
に
な
る
。
本
作
の
よ

う
に
、
た
と
え
「
真
柴
久
吉
」
と
そ
の
名
前
を
改
め
よ
う
と
、
そ

れ
以
上
に
紋
所
の
人
物
同
定
機
能
は
強
い
の
で
あ
っ
て
、
の
ち
一

八
〇
四
年
文
化
元
年
の
こ
と
で
は
あ
る
が
、
太
閤
記
物
の
取
締
に

関
し
て
「
壱
枚
絵
草
双
紙
の
類
、
天
正
以
来
の
武
者
に
姓
氏
を
あ

ら
は
し
画
く
は
い
ふ
ま
で
も
な
し
。
紋
所
及
び
合
印
姓
氏
等
紛
ら

（
�
）

は
し
く
ゑ
が
く
べ
か
ら
ず
」
と
の
御
触
れ
が
流
さ
れ
る
こ
と
と
な

る
。
こ
の
時
点
で
は
そ
こ
ま
で
の
規
制
は
な
い
ま
で
も
、
享
保
七

年
の
五
箇
条
の
町
触
の
う
ち
、
徳
川
家
康
の
こ
と
に
触
れ
る
の
で

は
な
い
に
し
て
も
、
家
康
が
倒
し
た
豊
臣
家
の
先
祖
や
家
筋
に
つ

い
て
あ
れ
こ
れ
書
く
こ
と
に
は
慎
重
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た

だ
ろ
う
。
実
際
、
明
和
八
年
（
一
七
七
一
）
の
『
禁
書
目
録
』
に

は
、『
豊
臣
実
録
』
お
よ
び
『
新
撰
豊
臣
実
録
』
の
書
名
が
あ
る

（
�
）

と
い
う
。
基
本
的
な
意
味
で
あ
る
金
紋
五
三
桐
に
音
の
連
想
で
カ

ム
フ
ラ
ー
ジ
ュ
が
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
う
し
た
同
音
異
義

の
重
ね
合
わ
せ
が
、
幾
通
り
か
の
名
題
表
記
を
生
ん
だ
。

一
方
、
地
元
大
坂
で
五
三
桐
を
は
ば
か
っ
た
五
兵
衛
は
、
一
七

九
三
年
寛
政
五
年
に
「
五
瓶
」
と
改
名
し
、
翌
年
江
戸
へ
下
っ
た

後
、「
五
山
桐
」
で
は
意
味
不
明
で
あ
る
と
と
も
に
、
江
戸
初
演

（
�
）

の
寛
政
十
二
年
に
は
折
か
ら
大
流
行
し
て
い
た
『
絵
本
太
閤
記
』

な
ど
の
太
閤
記
物
の
人
気
も
織
り
込
ん
で
、
秀
吉
の
定
紋
を
意
味

す
る
「
五
三
桐
」
を
用
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

す
な
わ
ち
、
こ
の
芝
居
は
角
書
を
含
む
名
題
か
ら
し
て
、
い
わ

ゆ
る
太
閤
記
物
の
世
界
を
石
川
五
右
衛
門
、
瀬
川
采
女
を
軸
に
す

─ ３０ ─



る
趣
向
に
よ
っ
て
書
替
た
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

小
瀬
甫
庵
の
『
太
閤
記
』
巻
十
四
に
目
録
で
は
「
将
軍
憐
於
夫

婦
之
間
給
事
」
と
い
う
一
節
が
あ
る
。
本
文
小
題
に
は
「
秀
吉
公

（
�
）

憐
於
夫
婦
之
間
事
」
と
あ
る
そ
の
物
語
は
、「
薩
州
嶋
津
内
、
小

野
摂
津
守
」
の
「
ゆ
う
に
や
さ
し
か
り
し
息
女
」
が
、「
肥
前
龍

造
寺
が
臣
瀬�

川�

采�

女�

正�

」（
傍
点
筆
者
）
に
嫁
い
だ
け
れ
ど
、
時

あ
た
か
も
「
采
女
正
高
麗
在
陣
之
折
ふ
し
」、
彼
女
は
不
在
の
夫

采
女
正
に
「
あ
こ
が
れ
し
思
ひ
の
ほ
ど
を
、
聊
物
に
記
し
付
」

け
、「
便
の
船
に
こ
と
づ
て
を
く
り
け
り
」
を
発
端
と
す
る
。
秀

吉
の
朝
鮮
出
兵
が
仲
睦
ま
じ
い
夫
婦
の
間
を
引
き
裂
き
、
妻
が
そ

の
寂
し
さ
と
夫
恋
し
さ
の
思
い
を
記
し
て
届
け
よ
う
と
し
た
の
で

あ
る
。
そ
の
艶
書
は
、
し
か
し
「
折
ふ
し
難
風
お
び
た
た
し
う
吹

来
て
船
破
損
」、「
博
多
の
浦
」
に
打
ち
上
げ
ら
れ
た
。『
金
門
五

山
桐
』
は
朝
鮮
出
陣
の
早
川
高
景
一
行
の
船
が
玄
界
が
島
に
漂
着

す
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
る
。
そ
れ
は
さ
て
お
き
、
そ
の
艶
書
は
、

土
地
の
漁
師
に
拾
わ
れ
て
、
渋
染
紙
に
包
ま
れ
た
文
箱
の
立
派
さ

に
封
を
切
ら
れ
る
こ
と
も
な
い
状
態
の
ま
ま
、
秀
吉
の
も
と
に
届

け
ら
れ
た
。「
筆
勢
い
と
う
つ
く
し
く
か
き
つ
づ
け
」
た
る
そ
の

「
女
の
文
」
は
、
伊
勢
物
語
、
古
今
集
、
源
氏
物
語
な
ど
の
古
歌

を
引
用
し
た
高
雅
さ
に
よ
っ
て
、
秀
吉
を
し
て
「
憐
れ
な
る
事
共

也
。
然
ば
竜
造
寺
か
た
へ
此
瀬
川
采
女
正
を
帰
朝
せ
さ
せ
よ
」
と

の
命
令
を
出
さ
し
め
る
に
至
る
。
か
く
て
帰
朝
し
た
瀬
川
采
女
と

夫
を
無
事
迎
え
る
こ
と
の
で
き
た
妻
菊
は
、
秀
吉
に
お
礼
言
上
、

引
出
物
ま
で
賜
っ
た
こ
と
を
記
す
が
、『
太
閤
記
』
筆
者
は
「
評

曰
」
と
し
て
、「
此
妻
心
正
し
く
物
ま
め
や
か
に
、
夫
を
思
ふ
に

偽
な
か
り
し
」
故
の
「
鬼
神
」
の
感
応
と
、
秀
吉
が
そ
れ
に
誤
る

こ
と
な
く
対
処
す
る
こ
と
で
「
天
命
の
正
し
く
あ
き
ら
か
な
る

事
」
を
実
現
し
て
い
る
事
例
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
。

『
金
門
五
山
桐
』
は
、
そ
の
「
瀬
川
采
女
」
を
角
書
に
謳
っ
た

の
で
あ
る
。

石
川
五
右
衛
門
な
る
盗
賊
集
団
の
首
魁
が
秀
吉
治
世
下
に
捕

縛
、
処
刑
さ
れ
た
こ
と
は
、
石
川
五
右
衛
門
物
の
形
成
に
あ
た
っ

て
秀
吉
と
の
関
連
を
お
の
ず
か
ら
生
み
出
し
て
ゆ
く
契
機
に
な
る

だ
ろ
う
が
、
こ
れ
ま
で
五
右
衛
門
を
扱
っ
た
作
品
で
は
、
秀
吉
の

物
語
す
な
わ
ち
い
わ
ゆ
る
太
閤
記
物
を
作
品
の
世
界
と
し
た
も
の

は
な
か
っ
た
と
言
っ
て
よ
い
。
こ
れ
ま
で
取
り
上
げ
て
き
た
松
本

治
太
夫
正
本
、
西
鶴
、
都
の
錦
、
近
松
「
傾
城
吉
岡
染
」、
並
木

宗
輔
「
釜
淵
双
級
巴
」
な
ど
、
い
ず
れ
も
世
界
を
太
閤
記
物
に
と

っ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
な
か
で
「
傾
城
吉
岡
染
」
は
五

右
衛
門
と
忍
術
、
方
広
寺
大
佛
餅
屋
そ
し
て
そ
の
五
右
衛
門
百
年

忌
や
子
を
「
久
吉
」
の
名
に
す
る
な
ど
気
が
か
り
な
点
を
散
見
さ

せ
て
は
い
る
も
の
の
、
そ
の
世
界
は
や
は
り
太
閤
記
物
と
い
う
わ
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け
で
は
な
か
っ
た
。

『
金
門
五
山
桐
』
は
太
閤
記
物
を
世
界
と
し
た
五
右
衛
門
の
物

語
で
あ
る
。

（
二
）

序
幕
「
玄
海
が
島
の
場
」
は
、「
狂
言
の
発
端
」
で
あ
る
。「
こ

の
度
大
領
久
吉
公
、
異
国
征
伐
し
給
は
ん
」
そ
の
「
加
勢
の
為
」

に
「
肥
前
名
護
屋
」
か
ら
「
彼
の
地
へ
出
船
」
の
早
川
高
景
一
行

が
、「
俄
か
の
難
風
」「
三
日
三
夜
の
大
風
」
に
、
こ
こ
は
「
日
本

の
地
か
。
高
麗
の
う
ち
か
」
と
疑
わ
れ
る
「
人
里
離
れ
」
た
孤

島
、
じ
つ
は
「
玄
海
が
島
」
に
漂
着
し
た
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
る
。

言
う
ま
で
も
な
く
、「
久
吉
」
は
「
真
柴
久
吉
」
で
羽
柴
秀
吉
を
、

「
早
川
高
景
」
は
小
早
川
隆
景
を
、「
異
国
征
伐
」
は
い
わ
ゆ
る
朝

鮮
出
兵
を
下
敷
き
に
し
て
お
り
、
ほ
か
の
箇
所
で
の
記
述
か
ら
時

は
一
五
九
二
年
文
禄
元
年
と
い
う
設
定
に
な
っ
て
い
る
。
高
景
が

「
不
思
議
の
石
碑
」
を
見
つ
け
る
。
碑
は
風
雨
に
う
た
れ
文
字
も

定
か
で
は
な
い
が
、
銘
文
は
「
江
南
一
株
の
枳
、
江
北
二
株
の

橘
、
都
掛
金
鈴
、
繁
扶
桑
、
大
明
宋
蘇
卿
手
判
」
と
判
読
で
き

た
。
こ
れ
を
高
景
は
以
下
の
よ
う
に
解
釈
し
て
み
せ
る
。

江
南
一
株
の
枳
と
は
、
唐
土
に
一
つ
子
を
遺
し
、
日
本
へ
渡

り
、
江
北
二
株
の
橘
は
、
和
国
に
住
ん
で
二
人
の
倅
を
儲
く
。

都
て
金
鈴
を
掛
け
て
扶
桑
に
繁
る
と
は
、
日
本
を
覆
し
、
唐
と

日
本
を
、
三
人
の
子
供
に
治
め
さ
せ
ん
と
い
ふ
叛
逆
の
張
本
、

大
明
の
宋
蘇
卿
と
い
ふ
毛
唐
人
、
先
達
て
日
本
へ
渡
り
、
叛
逆

を
企
つ
る
か
。

こ
れ
は
「
江
南
の
橘
、
江
北
の
枳
と
な
る
」
と
い
う
成
句
を
も
じ

っ
た
も
の
だ
が
、
出
自
い
か
ん
に
か
か
わ
ら
ず
、
境
遇
に
よ
っ
て

人
の
あ
り
方
も
変
わ
る
こ
と
を
比
喩
す
る
原
義
を
ふ
ま
え
て
、
宋

蘇
卿
な
る
人
物
の
三
人
の
子
ど
も
た
ち
の
現
状
に
対
す
る
見
物
の

興
味
を
誘
導
す
る
。
三
人
が
三
人
と
も
高
位
高
官
や
権
力
の
象
徴

た
る
金
鈴
に
つ
な
が
り
、
唐
土
は
も
と
よ
り
日
本
で
の
繁
栄
を
予

祝
す
る
こ
の
宋
蘇
卿
の
文
章
。
こ
れ
が
建
碑
さ
れ
て
日
も
久
し
い

以
上
、
高
景
は
こ
の
叛
逆
の
企
み
の
糾
明
と
阻
止
を
自
ら
の
使
命

と
し
て
、「
久
吉
公
の
武
威
の
徳
。
某
が
弓
矢
の
規
模
」
を
か
け

て
肥
前
名
護
屋
に
立
ち
帰
る
べ
く
出
船
す
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の

宋
蘇
卿
の
叛
逆
の
企
み
の
糾
明
と
阻
止
こ
そ
、
謎
解
き
と
し
て
の

芝
居
の
進
行
そ
の
も
の
と
な
る
。

巷
説
に
名
高
い
大
泥
棒
石
川
五
右
衛
門
は
、
こ
の
芝
居
で
は
、

じ
つ
は
こ
の
宋
蘇
卿
が
唐
土
に
残
し
た
一
子
「
蘇
友
」
の
現
在
の

姿
と
し
て
設
定
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
瀬
川
采
女
は
日
本
で
生
ま
れ
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た
「
二
人
の
倅
」
の
う
ち
の
一
人
で
、
母
を
異
に
す
る
と
は
い
え

五
右
衛
門
の
弟
に
当
り
、「
倅
」
は
男
女
の
別
な
く
用
い
ら
れ
る

言
葉
と
し
て
も
う
一
人
は
島
原
の
傾
城
「
花
橘
」
と
い
う
設
定
で

あ
る
。
角
書
に
あ
っ
た
「
瀬
川
采
女
艶
書
の
事
」
と
は
、
こ
の
花

橘
と
の
あ
い
だ
の
色
恋
を
謂
う
。

さ
て
、「
元
は
大
明
十
二
代
神
宗
皇
帝
が
臣
下
、
宋
蘇
卿
」
な

る
人
物
、
お
よ
び
唐
土
に
子
を
遺
し
て
来
朝
、
子
を
儲
け
る
と
い

う
、
人
物
関
係
の
基
本
的
な
設
定
は
、
謡
曲
の
『
唐
船
』
が
ふ
ま

え
ら
れ
て
い
る
。

『
唐
船
』
で
は
「
祖
慶
官
人
」
と
い
う
名
で
、
祖
慶
官
人
は

「
唐
土
と
日
本
と
舟
の
争
ひ
」
の
結
果
、「
九
州
箱
崎
」
に
抑
留
さ

れ
て
「
十
三
」
年
に
な
る
。
そ
の
あ
い
だ
に
箱
崎
で
二
人
の
子
を

も
う
け
た
が
、
も
と
「
唐
土
明
州
の
津
」
に
「
そ
ん
し
そ
ゆ
う
と

申
兄
弟
」
を
残
し
て
い
る
。
そ
の
唐
土
の
二
人
の
子
が
「
父
の
恋

し
さ
」
に
来
朝
、
箱
崎
に
到
着
す
る
。
祖
慶
官
人
は
帰
国
を
許
さ

れ
る
が
、
日
本
の
子
を
残
し
て
の
帰
国
承
認
に
、
唐
の
子
と
の
板

挟
み
に
な
っ
て
投
身
を
図
る
。「
唐
土
や
日
の
本
の
、
子
共
は
左

右
に
取
付
て
」、
祖
慶
官
人
と
も
ど
も
に
泣
き
伏
す
こ
と
あ
っ
て
、

結
局
、
め
で
た
く
五
人
を
乗
せ
て
舟
は
明
州
指
し
て
出
帆
す
る
こ

と
に
な
る
と
い
う
物
語
で
あ
る
。
な
か
に
祖
慶
官
人
が
「
そ
ん
し

そ
ゆ
う
」
二
人
の
子
に
再
会
し
て
、「
春�

宵�

一�

剋�

其�

値�

千�

金�

も
な

に
な
ら
ず
、
子
程
の
宝
よ
も
あ
ら
じ
」（
傍
点
筆
者
）
と
喜
び
を

口
に
す
る
場
面
が
あ
る
が
、
親
子
の
情
愛
を
日
明
間
の
国
際
情
勢

の
な
か
で
扱
っ
た
作
品
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

宋
蘇
卿
な
る
役
名
が
祖
慶
官
人
に
依
る
こ
と
は
明
ら
か
だ
が
、

さ
ら
に
言
え
ば
、
史
上
、
寧
波
の
乱
と
し
て
知
ら
れ
る
一
五
二
三

年
大
永
三
年
、
日
明
貿
易
を
め
ぐ
る
細
川
氏
大
内
氏
の
寧
波＝

明

州
で
の
武
力
衝
突
の
中
心
人
物
「
宋
素
卿
」
を
襲
っ
た
の
で
も
あ

る
だ
ろ
う
。『
唐
船
』
が
史
実
と
し
て
の
「
宋
素
卿
」
を
知
っ
て

（
�
）

い
た
か
ど
う
か
、
作
者
も
成
立
の
時
期
も
不
明
な
の
に
対
し
、

『
金
門
五
山
桐
』
は
日
本
転
覆
を
企
て
る
謀
叛
人
の
造
形
に
史
実

の
す
ご
み
を
添
加
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
宋
蘇
卿
は
、
し
か
し
唐
土
に
残
し
た
一
子
「
蘇
友
」
と
再

会
を
果
た
さ
な
い
う
ち
に
身
を
滅
ぼ
し
て
し
ま
う
。「
南
禅
寺
山

門
の
場
」
で
五
右
衛
門
は
、
い
っ
た
い
何
を
し
て
い
る
の
か
。
洛

中
洛
外
を
一
望
の
も
と
に
収
め
「
春�

の�

詠�

め�

を�

値�

千�

金�

と
は
小
さ

い
譬
へ
。
五
右
衛
門
が
為
に
は
こ
の
値
万
両
」（
傍
点
筆
者
）
と

讃
嘆
の
声
を
上
げ
て
い
る
と
こ
ろ
へ
、「
白
斑
の
鷹
」
が
飛
ん
で

き
て
、
目
の
前
の
高
欄
に
羽
を
休
め
る
。
そ
し
て
、
五
右
衛
門
は

そ
の
鷹
が
運
ん
で
き
た
一
通
の
書
状
を
読
む
こ
と
に
な
る
。

某
、
元
は
大
明
十
二
代
神
宗
皇
帝
が
臣
下
、
宋
蘇
卿
と
云
ひ
し
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も
の
、
本
国
に
一
子
を
残
し
、
日
本
を
覆
さ
ん
と
こ
の
土
に
渡

り
、
謀
叛
の
企
て
。
今
日
只
今
、
露
顕
な
し
、
例
へ
空
し
く
相

果
て
る
と
も
、
彼
の
地
に
残
せ
し
倅
、
我
を
慕
う
て
日
本
へ
渡

り
し
と
、
ほ
ゞ
聞
け
ど
、
未
だ
対
面
は
遂
げ
ず
。
こ
の
倅
強
猛

不
敵
の
生
れ
つ
き
、
形
見
に
添
へ
し
蘭
麝
木
と
い
ふ
名
香
を
証

拠
に
、
何
卒
尋
ね
出
だ
し
我
が
無
念
を
語
り
、
力
を
合
は
せ
、

久
吉
を
討
取
る
べ
き
も
の
な
り
。

宋
蘇
卿
の
三
人
の
子
供
た
ち
を
結
び
つ
け
る
の
は
、
形
見
の

「
蘭
麝
木
」
と
い
う
名
香
で
あ
る
。「
こ
の
香
は
往
来
、
大
明
十
二

代
神
宗
皇
帝
、
萬
暦
年
中
、
海
南
よ
り
始
め
て
」
献
上
さ
れ
た

「
明
朝
の
帝
の
御
宝
」
で
、
そ
れ
を
「
臣
下
宋
氏
、
勲
功
に
依
っ

て
」
賜
り
、
以
後
「
宋
氏
こ
れ
を
重
宝
と
す
る
」
と
い
う
謂
れ
を

持
つ
も
の
。
そ
し
て
、
早
く
も
二
幕
目
で
宋
蘇
卿
の
「
謀
叛
の
企

て
」
は
「
露
見
」
し
、
本
人
は
敗
れ
去
る
。
そ
の
遺
言
が
、
五
右

衛
門
に
「
一
子
」
蘇
友
を
捜
し
出
し
「
力
を
合
は
せ
、
久
吉
を
討

取
る
べ
き
も
の
な
り
」
と
、
果
た
さ
れ
ざ
る
宿
望
の
継
承
を
遺
志

と
し
て
伝
え
て
く
る
。
五
右
衛
門
こ
そ
一
子
蘇
友
で
あ
る
こ
と
を

知
ら
ず
に
、
ま
た
五
右
衛
門
も
相
手
が
父
宋
蘇
卿
で
あ
る
こ
と
を

知
ら
ず
に
、
じ
つ
は
彼
ら
は
か
ね
て
結
託
し
共
同
戦
線
を
張
っ
て

い
た
の
で
あ
っ
た
。

其
方
、
某
、
か
ね
て
申
し
合
は
せ
し
通
り
、
久
次
を
囮
に
四
海

を
掌
に
握
ら
ん
と
計
り
し
と
こ
ろ
、
却
つ
て
久
次
、
高
景
が
計

略
に
依
つ
て
、
年
来
の
大
望
空
し
く
露
見
な
す
も
の
な
り
。

五
右
衛
門
が
「
か
ね
て
申
し
合
は
せ
し
」
相
手
は
「
此
村
大
炊
之

助
」、
す
な
わ
ち
「
久
次
公
の
乳
人
役
」
と
な
っ
た
宋
蘇
卿
そ
の

人
で
あ
る
。
そ
し
て
「
久
次
」
は
久
吉
の
猶
子
と
な
っ
て
、
久
吉

血
筋
の
弟
「
久
秋
」
と
「
四
海
の
跡
目
」
を
争
っ
て
い
る
と
い
う

設
定
で
あ
る
。
と
言
え
ば
、
お
わ
か
り
の
よ
う
に
、
久
次
は
「
秀

次
」
を
な
ぞ
っ
て
い
る
。
秀
吉
が
初
め
て
の
子
鶴
松
を
亡
く
し
た

の
が
、
一
五
九
一
年
天
正
十
九
年
八
月
で
、
と
き
に
二
十
六
歳
の

秀
次
を
養
子
に
し
て
関
白
職
宣
下
が
あ
っ
た
の
が
そ
の
年
の
十
二

月
で
あ
る
。
そ
の
後
一
五
九
三
年
文
禄
二
年
八
月
に
拾
（
の
ち
の

秀
頼
）
が
誕
生
し
、
一
五
九
五
年
文
禄
四
年
七
月
に
秀
次
を
高
野

山
に
追
い
、
自
殺
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、
先
に
記
し
た
よ

う
に
作
品
は
、
秀
次
に
関
白
を
譲
っ
た
秀
吉
が
、
前
線
で
朝
鮮
出

兵
の
指
揮
を
執
る
た
め
に
、
肥
前
名
護
屋
に
在
陣
の
一
五
九
二
年

文
禄
元
年
三
月
ご
ろ
を
起
点
と
し
て
い
る
。

そ
の
久
次
の
後
見
役
と
し
て
の
「
此
村
大
炊
之
助
」
と
い
う
こ

と
は
、『
太
閤
記
』
巻
第
十
七
「
前
関
白
秀
次
公
之
事
」
を
参
照

す
れ
ば
、「
木
村
常
陸
介
」
と
い
う
人
名
に
行
き
当
た
る
。
小
瀬
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甫
庵
は
、
常
陸
介
は
家
柄
か
ら
し
て
「
当
家
之
権
柄
を
取
べ
き

身
」
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
「
三
成
に
奪
れ
、
有
か
ひ
も
な
き

形
勢
」
で
あ
っ
た
の
で
、「
秀
次
公
へ
便
り
と
き
め
き
出
、
勢
ひ

猛
に
見
え
に
け
り
」
と
、
石
田
治
部
少
輔
三
成
と
の
確
執
、
そ
の

頽
勢
を
秀
次
と
の
関
わ
り
で
挽
回
し
よ
う
と
し
た
人
物
と
し
て
捉

え
て
い
る
。
し
か
し
、
石
田
た
ち
は
一
枚
上
手
で
、「
還
て
木
村

を
取
け
さ
ん
と
思
ひ
こ
め
、
常
陸
介
家
中
に
、
よ
こ
目
の
者
を
三

人
付
を
き
」
そ
の
言
動
を
日
々
に
監
視
し
た
の
で
、
そ
ん
な
こ
と

と
は
つ
ゆ
知
ら
な
い
木
村
常
陸
介
の
「
聚
楽
へ
あ
さ
か
ら
ざ
り
し

奉
公
」
も
裏
目
に
出
て
、
結
局
、
秀
次
は
切
腹
と
な
り
、「
同
罪

と
号
し
切
腹
之
面
々
」
の
第
一
に
木
村
常
陸
介
の
最
期
が
記
さ
れ

る
結
果
と
な
る
。

（
三
）

此
村
大
炊
之
助
は
「
久
次
公
の
乳
人
役
」
だ
か
ら
、
久
次
を
か

ば
い
、
ま
た
久
次
に
諌
言
も
す
る
。
忠
臣
を
演
じ
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
そ
れ
は
久
次
に
跡
目
を
相
続
さ
せ
る
こ
と
で
、
自
分
が

権
力
を
掌
握
す
る
と
い
う
裏
の
筋
書
き
を
持
っ
て
い
る
。

序
幕
幕
切
れ
、
御
殿
折
檻
の
場
で
、
久
吉
奥
方
薗
生
の
方
、
そ

し
て
久
吉
の
意
を
受
け
た
「
洛
中
洛
外
の
政
道
を
預
か
る
」
岸
田

民
部
を
前
に
、
此
村
大
炊
之
助
は
主
君
久
次
の
た
め
に
こ
ん
な
ふ

う
に
陳
ず
る
。

恐
れ
な
が
ら
、
主
君
久
次
公
の
お
身
の
上
、
幼
少
の
時
分
よ
り

生
得
の
御
短
慮
、
何
卒
お
心
を
矯
め
直
し
、
四
海
の
武
将
に
な

し
奉
ら
ん
も
の
を
と
、
二
六
時
中
の
御
諫
言
は
耳
に
逆
ら
ひ
、

順
慶
如
き
佞
人
の
巧
言
に
惑
は
さ
れ
、
日
々
に
長
ず
る
悪
逆
無

道
。
御
母
公
の
お
怒
り
、
諸
大
名
の
歎
き
、
聞
く
度
毎
に
、
こ

の
大
炊
が
腸
を
、
ズ
タ
ズ
タ
に
裂
か
る
る
苦
し
み
。
と
あ
つ

て
、
身
退
く
べ
き
心
底
な
ら
ね
ば
、
今
一
応
の
お
願
ひ
。
あ
は

れ
、
久
次
公
の
お
身
の
上
、
暫
し
が
間
、
此
村
め
に
お
預
け
置

か
れ
下
さ
り
ま
せ
う
な
ら
ば
、
我
が
一
命
に
替
へ
て
善
心
に
な

し
奉
ら
ん
。
生
生
世
世
の
こ
の
身
の
面
目
、
偏
へ
に
願
ひ
奉
り

ま
す
る
。

そ
れ
に
対
し
て
、
薗
生
の
方
は
「
一
旦
の
怒
り
は
君
へ
の
恐
れ
。

自
ら
が
心
の
喜
び
。
推
量
し
て
」「
キ
ッ
ト
矯
め
直
し
て
、
真
の

人
に
し
て
く
れ
い
」
と
、
母
親
な
ら
で
は
の
子
へ
の
愛
情
を
示

し
、
岸
田
民
部
は
此
村
大
炊
之
助
の
言
を
容
れ
て
「
五
十
日
が
そ

の
間
、
此
村
大
炊
之
助
に
久
次
公
は
お
預
け
」
と
の
裁
定
を
下
す

の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
二
幕
目
大
炊
之
助
館
の
場
で
は
、「
改
め
て
久
次
公
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へ
、
こ
の
五
節
句
の
品
を
以
て
、
久
吉
公
よ
り
五
ケ
條
の
お
尋

ね
」
と
糾
問
す
る
上
使
早
川
高
景
に
対
し
て
、
此
村
大
炊
之
助
が

「
そ
の
五
ヶ
條
の
申
し
開
き
」
を
お
こ
な
う
。
そ
れ
は
「
某
、
以

前
は
下
郎
た
り
し
を
、
久
吉
公
の
お
目
立
ち
に
あ
づ
か
り
、
久
次

公
の
乳
人
役
、
莫
大
の
恩
禄
、
御
台
様
よ
り
預
か
り
奉
り
、
立
帰

る
そ
の
日
よ
り
、
心
を
砕
く
大
炊
之
助
。
こ
れ
皆
久
吉
公
へ
の
恩

報
じ
」
で
あ
り
、「
そ
の
上
、
今
日
、
御
上
使
五
ヶ
條
の
御
不
審
、

愚
案
な
が
ら
も
、
逐
一
に
、
申
し
開
き
が
、
こ
れ
又
、
久
次
公
へ

の
恩
進
」
と
な
る
か
ら
だ
と
い
う
忠
臣
ぶ
り
で
あ
る
。『
義
経
千

本
桜
』
堀
川
御
所
の
段
の
上
使
三
カ
条
の
不
審
改
め
を
踏
ま
え
た

か
と
思
わ
せ
る
こ
の
上
使
五
カ
條
の
不
審
改
め
は
、
ま
た
、
甫
庵

『
太
閤
記
』
が
記
す
「
五
人
の
使
老
聚
楽
へ
参
け
る
」
件
を
脚
色

し
た
の
で
も
あ
ろ
う
が
、「
第
一
、
君
た
る
久
秋
公
を
追
ひ
退
け
、

非
道
に
跡
目
を
継
が
ん
と
せ
ら
れ
し
、
第
一
の
箇
條
」
か
ら
始
ま

る
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
久
次
は
年
長
で
は
あ
る
が
猶
子

で
、
久
秋
は
弟
な
が
ら
久
吉
の
嫡
男
で
、
序
幕
で
は
い
っ
た
ん
久

吉
の
意
向
と
い
う
こ
と
で
久
秋
が
四
海
の
跡
目
相
続
を
す
る
こ
と

が
宣
せ
ら
れ
る
の
だ
が
、
久
次
が
力
づ
く
の
横
車
を
押
し
た
と
い

う
状
況
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
を
此
村
大
炊
之
助
は
次
の
よ
う
に

弁
解
し
て
み
せ
る
。

實
生
え
の
花
の
弟
君
を
差
措
き
、
継
穂
の
兄
君
を
跡
目
に
立
て

る
が
義
理
順
道
。
此
方
よ
り
は
其
方
へ
疑
ひ
の
数
々
、
と
申
せ

ば
、
詞
に
角
が
立
つ
。
そ
こ
を
察
し
て
久
次
公
、
わ
ざ
と
身
持

ち
放
埓
は
、
愛
想
を
尽
か
さ
れ
、
追
ひ
出
さ
れ
、
義
理
あ
る
久

秋
公
に
、
跡
目
を
継
が
せ
ん
と
い
ふ
御
所
存
。

兄
弟
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
血
縁
の
濃
淡
を
問
わ
ず
、
兄
に
跡

目
相
続
が
「
義
理
順
道
」
の
と
こ
ろ
、
そ
れ
を
久
次
の
方
が
言
い

出
し
た
の
で
は
「
角
が
立
つ
」
の
で
、
跡
目
相
続
の
不
適
格
者
の

烙
印
を
受
け
る
た
め
に
「
わ
ざ
と
身
持
ち
放
埓
」
を
久
次
は
演
じ

た
の
だ
と
い
う
主
張
で
あ
る
。
そ
し
て
、
興
味
深
い
の
は
続
け
て

こ
ん
な
ふ
う
に
述
べ
て
い
る
点
で
あ
る
。

と
申
し
た
ら
ば
、
な
ん
と
、
こ
の
申
し
開
き
は
立
つ
で
は
ご
ざ

ら
ぬ
か
。

つ
ま
り
、
大
炊
之
助
は
そ
れ
が
真
実
で
あ
る
と
語
っ
て
い
る
の
で

は
な
く
、
時
代
の
倫
理
に
整
合
的
に
久
次
の
行
為
を
意
味
づ
け
る

こ
と
が
で
き
る
と
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
結
局
、
大
炊

之
助
が
そ
の
倫
理
を
体
現
し
て
い
な
い
こ
と
、
す
な
わ
ち
そ
れ
を

建
前
に
し
て
自
身
の
野
望
の
た
め
に
久
次
を
盛
り
立
て
る
に
過
ぎ
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な
い
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
が
、
芝
居
は
さ
ら
に
大
炊
之
助

の
「
忠
心
」
を
際
立
た
せ
る
方
向
に
つ
き
進
め
ら
れ
る
。

上
使
と
し
て
の
高
景
は
第
二
、
第
三
の
不
審
を
突
き
つ
け
る

が
、
い
ず
れ
も
大
炊
之
助
の
申
し
開
き
は
変
わ
ら
な
い
。
そ
し
て

第
四
の
不
審
と
し
て
「
先
達
て
唐
土
よ
り
、
こ
の
土
へ
渡
り
し
謀

叛
人
と
、
心
を
あ
は
す
」
こ
と
が
持
ち
出
さ
れ
る
が
、
大
炊
之
助

は
「
な
ん
ぞ
確
か
な
証
拠
が
な
く
て
は
」
そ
れ
こ
そ
「
唐
人
の
世

迷
言
」
と
一
蹴
す
る
。
最
後
の
「
父
打
ち
栗
の
一
枝
」
に
事
寄
せ

た
「
不
孝
の
罪
」
の
糾
明
に
対
し
て
も
、
大
炊
之
助
は
「
不
孝
と

見
せ
し
は
、
身
退
か
ん
一
つ
の
手
段
」
と
訴
え
る
。
し
か
し
、
高

景
は
「
誠
に
身
退
か
ん
と
思
し
召
さ
ば
、
仕
様
模
様
も
あ
ら
ん
。

そ
れ
に
何
ぞ
や
、
親
を
親
と
も
思
は
ぬ
悪
心
、
刑
罰
。
そ
の
罪
不

孝
よ
り
大
な
る
は
な
し
」
と
し
て
、「
道
に
背
き
し
御
振
舞
ひ
。

こ
の
申
し
開
き
は
、
あ
る
ま
い
�
�
」
と
聞
き
入
れ
な
い
。
こ
こ

に
至
っ
て
、
大
炊
之
助
も
「
す
り
や
、
如
何
や
う
に
申
し
て
も
」

と
言
葉
に
窮
す
る
。
そ
の
時
、
か
え
っ
て
高
景
が
言
う
の
で
あ

る
、不

孝
の
罪
逃
れ
が
た
き
五
ヶ
條
の
申
し
開
き
、
非
を
理
に
曲
げ

て
も
久
次
公
の
、
お
命
助
け
う
と
思
は
る
ゝ
、
貴
殿
の
忠
心
感

じ
入
る

と
。
そ
れ
ほ
ど
ま
で
の
「
貴
殿
の
忠
心
」
は
忠
心
と
し
て
も
、
し

か
し
、
結
局
、「
所
詮
助
け
置
い
て
は
万
民
の
歎
き
、
切
腹
さ
せ

い
と
あ
る
、
久
吉
公
の
厳
命
」
と
高
景
は
通
告
す
る
。
と
、
久
次

は
「
も
う
こ
の
上
は
、
四
も
五
も
い
ら
ぬ
。
四
海
の
跡
目
は
こ
の

久
次
と
、
立
帰
っ
て
言
上
せ
い
」
と
ほ
ざ
き
散
ら
し
、「
三
方
を

蹴
散
ら
」
す
狼
藉
の
上
、
奥
に
入
っ
て
し
ま
う
。
さ
す
が
に
激
昂

し
た
高
景
が
「
引
ッ
縛
つ
て
御
殿
へ
引
け
」
と
ま
で
言
う
の
を
、

大
炊
之
助
は
「
何
卒
久
次
公
の
御
助
命
」
を
と
高
景
に
取
り
す
が

る
。
ふ
た
り
は
「
源
の
満
仲
公
、
家
臣
た
る
仲
光
に
、
美
女
御
前

の
首
討
て
」
と
命
じ
て
、
困
り
ぬ
い
た
仲
光
が
「
我
が
子
の
幸
寿

丸
」
を
「
美
女
御
前
の
お
身
替
り
に
、
討
」
っ
た
故
事
を
引
き
な

が
ら
、
高
景
は
大
炊
之
助
に
思
案
を
促
し
て
ひ
と
ま
ず
「
障
子
屋

體
へ
入
る
」。
大
炊
之
助
が
本
心
の
一
端
を
う
か
が
わ
せ
る
動
き

を
見
せ
る
の
は
こ
の
時
で
あ
る
。
奴
の
八
田
平
が
「
久
次
公
の
御

首
討
つ
て
、
お
渡
し
な
さ
れ
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
」
と
、
こ
れ
ま

で
の
忠
義
な
の
か
、
そ
れ
と
も
こ
れ
ま
で
の
細
工
な
の
か
、
い
ず

れ
と
も
と
り
得
る
言
い
か
け
を
す
る
の
に
対
し
、「
下
郎
め
、
何

を
小
差
出
た
」
と
制
し
て
、
久
次
の
首
も
討
た
ぬ
し
、
お
前
の
身

替
り
首
も
必
要
な
い
と
思
案
を
固
め
る
場
面
が
あ
る
。
そ
し
て
、

大
炊
之
助
が
「
奥
へ
入
る
」
と
、
今
度
は
「
障
子
を
開
き
、
高

景
」
が
姿
を
現
す
。
高
景
は
八
田
平
を
誰
何
す
る
だ
け
し
て
「
障
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子
を
さ
す
」
と
、
今
度
は
さ
っ
き
奥
へ
入
っ
た
久
次
が
「
一
間
を

出
で
、
呼
子
を
吹
く
と
」
配
下
の
四
人
の
奴
が
出
て
く
る
。
こ
う

し
て
、
大
道
具
を
動
か
す
こ
と
な
く
、
障
子
の
開
け
鎖
し
や
出
入

り
で
、
目
ま
ぐ
る
し
く
そ
れ
ぞ
れ
の
魂
胆
を
見
せ
る
。
こ
こ
で
も

久
次
は
「
久
秋
に
科
を
拵
ら
へ
、
追
ひ
払
は
う
と
」
仕
組
ん
だ
こ

と
も
失
敗
し
、「
高
景
上
使
と
な
つ
て
、
我
が
積
悪
露
見
の
上
は
」

と
四
人
に
言
い
つ
け
る
。
そ
れ
を
「
こ
の
前
よ
り
呉
竹
、
久
秋
、

奥
よ
り
出
か
け
、
見
て
居
る
」
と
い
う
演
出
に
な
っ
て
お
り
、
こ

の
よ
う
な
「
出
か
け
、
見
て
居
る
」
や
り
方
は
こ
の
作
品
の
劇
的

進
行
を
特
徴
づ
け
て
い
る
。
か
く
て
一
同
が
会
同
し
た
と
き
、
劇

的
緊
張
は
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
に
達
す
る
。

久
秋
に
「
存
念
」
を
気
取
ら
れ
た
久
次
が
久
秋
に
切
り
か
か

り
、
大
炊
之
助
妻
の
呉
竹
は
そ
れ
を
阻
み
、
高
景
が
久
次
を
「
梅

の
枝
に
て
、
散
々
に
打
ち
据
ゑ
る
」
の
に
対
し
、
久
次
は
高
景
に

も
「
太
刀
を
振
り
上
げ
る
」
の
を
、
大
炊
之
助
は
「
無
紋
の
上

下
、
白
小
袖
に
て
、
三
宝
に
九
寸
五
分
、
最
前
の
短
冊
を
載
せ

て
」
出
て
き
て
、
そ
れ
で
久
次
を
制
止
す
る
。
そ
れ
を
見
た
高
景

が
言
う
、「
久
次
公
に
成
り
替
り
、
申
し
訳
の
切
腹
と
は
、
ハ
テ
、

天
晴
れ
の
忠
臣
ぢ
や
よ
な
」
と
。
大
炊
之
助
は
切
腹
の
支
度
ゆ
え

の
諫
言
の
熱
弁
を
ふ
る
う
。「
火
を
以
て
火
を
鎮
め
る
道
理
」
と

心
得
て
、
身
請
け
の
傾
城
ま
で
こ
の
館
に
引
き
取
っ
た
が
、「
そ

の
傾
城
も
、
一
人
は
久
秋
公
の
思
ひ
者
、
今
一
人
は
御
家
来
の
瀬

川
采
女
が
相
方
と
や
ら
」
と
い
う
「
道
な
ら
ぬ
横
恋
慕
」、
彼
女

た
ち
の
「
操
を
破
ら
ぬ
健
気
」
さ
に
引
き
換
え
、「
傾
城
遊
女
に

劣
り
し
魂
ひ
」
を
嘆
い
て
、
続
け
る
。

久
秋
公
に
は
親
兄
の
礼
を
重
ん
じ
て
、
わ
ざ
と
放
埓
に
身
を
持

つ
て
、
愛
想
を
尽
か
さ
れ
、
身
を
退
き
、
こ
な
た
に
跡
目
継
が

せ
ん
と
の
お
心
遣
ひ
。
御
母
公
に
は
憐
れ
み
深
く
、
所
詮
直
ら

ぬ
性
根
を
見
込
み
、
高
野
の
奥
へ
身
を
遁
れ
、
出
家
遁
世
の
身

に
な
ら
れ
よ
と
、
殺
し
て
生
か
す
お
情
の
仰
せ
も
背
き
、
こ
の

大
炊
め
も
、
こ
な
た
ゆ
ゑ
命
を
捨
て
ゝ
の
御
諫
言
。
親
、
弟
、

御
家
来
ま
で
、
身
を
捨
て
ゝ
の
御
諫
言
。

そ
れ
が
「
こ
な
た
の
目
に
は
見
え
ま
せ
ぬ
か
。
耳
へ
は
入
り
ま
せ

ぬ
か
」
と
か
き
口
説
く
。
高
野
に
上
り
出
家
す
る
よ
う
「
こ
の
大

炊
之
助
め
が
死
後
の
願
ひ
」
を
訴
え
る
。
妻
呉
竹
は
「
大
事
の
大

事
の
夫
を
殺
す
」
の
に
忍
び
ず
「
エ
エ
恨
め
し
や
、
お
主
さ
ま

の
、
あ
ん
ま
り
胴
慾
で
ご
ざ
り
ま
す
わ
い
な
ァ
」
と
久
次
に
「
取

り
つ
き
、
大
泣
き
」
す
る
と
、
ま
さ
か
に
久
次
は
「
呉
竹
の
首
を

ポ
ン
と
切
る
」
の
で
あ
る
。
作
者
は
忠
臣
を
演
ず
る
謀
叛
人
と
い

う
設
定
を
ど
こ
ま
で
突
き
詰
め
る
の
だ
ろ
う
。
大
炊
之
助
が
「
こ
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り
や
、
あ
ん
ま
り
」
と
久
次
に
詰
め
寄
る
と
、
逆
に
久
次
は
大
炊

之
助
を
「
三
方
に
て
散
々
に
打
ち
据
ゑ
」
て
、「
真
の
忠
義
」
な

ら
「
某
を
四
海
の
跡
目
に
立
つ
る
筈
」
な
の
に
、「
短
慮
の
諫
言

ば
か
り
に
て
、
跡
目
の
こ
と
は
ど
こ
へ
や
ら
」、
そ
れ
ど
こ
ろ
か

「
高
野
へ
登
り
、
出
家
せ
よ
と
は
穢
ら
は
し
い
」
と
さ
ら
に
激
し

く
大
炊
之
助
を
打
擲
す
る
。「
髪
も
乱
れ
」「
ヂ
ッ
と
堪
へ
る
」
大

炊
之
助
が
、
女
房
は
す
で
に
殺
さ
れ
た
し
、
自
分
の
身
が
ど
う
な

っ
て
も
「
さ
ら
さ
ら
無
念
に
は
思
は
」
な
い
が
、「
只
無
念
な
は

こ
な
た
の
魂
ひ
。
善
心
に
な
つ
て
さ
へ
下
さ
れ
ば
、
大
将
に
し
た

い
、
天
晴
れ
武
将
と
呼
ば
せ
た
い
。
そ
の
気
質
が
直
ら
な
い
で

は
、
四
海
の
武
将
に
は
な
ら
れ
ぬ
」
と
、
ど
こ
ま
で
も
諫
言
を
以

て
対
す
る
と
、
久
次
は
と
う
と
う
「
こ
れ
よ
り
館
へ
踏
み
込
み
、

母
を
始
め
諸
大
名
、
我
れ
に
背
け
る
奴
原
は
一
々
蹴
殺
し
、
四
海

の
跡
目
を
継
い
で
見
せ
う
」
と
う
そ
ぶ
く
の
で
あ
る
。
序
幕
か
ら

の
久
次
を
見
て
き
た
見
物
に
と
っ
て
は
、
い
よ
い
よ
久
次
の
正
体

が
む
き
出
し
に
な
っ
た
と
感
じ
る
瞬
間
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ

で
明
ら
か
に
な
る
の
は
久
次
の
正
体
で
は
な
い
。
久
次
こ
そ
、
お

の
が
命
を
懸
け
た
演
技
を
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

久
次
の
存
念
を
引
き
出
し
た
（
と
思
っ
た
）
大
炊
之
助
は
、
も

は
や
こ
れ
ま
で
、「
さ
う
性
根
が
定
ま
れ
ば
、
是
非
に
及
ば
ぬ
」

と
、
三
方
の
「
九
寸
五
分
を
取
上
げ
、
久
次
が
腹
へ
突
き
込

む
」。「
主
を
殺
す
大
悪
人
」
と
の
の
し
る
久
次
に
向
っ
て
、
大
炊

之
助
は
「
こ
な
た
を
生
け
置
く
は
、
大
炊
が
未
来
の
迷
ひ
の
種
。

六
條
河
原
の
敷
皮
に
乗
ら
う
よ
り
は
、
某
が
手
に
掛
け
た
る
は
、

こ
の
上
の
仕
合
せ
。
な
ん
と
思
ひ
知
ら
れ
し
か
」
と
、
そ
の
忠
心

を
あ
ら
た
め
て
語
る
。
始
終
を
見
て
い
た
久
秋
は
「
大
炊
之
助
が

心
底
」
を
「
千
変
万
化
に
心
を
砕
き
て
の
忠
義
」
と
感
心
す
る

が
、
む
ろ
ん
、
大
炊
之
助
は
「
御
主
人
を
手
に
掛
け
し
申
し
訳
」

に
「
切
腹
」
に
及
ば
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
し
か
し
、
上
使

高
景
が
「
早
ま
る
な
」
と
大
炊
之
助
の
切
腹
を
止
め
る
。
大
炊
之

助
が
久
次
を
殺
し
た
の
で
は
な
く
、「
久
次
公
の
切
腹
は
、
お
の

れ
が
罪
お
の
れ
を
責
む
る
天
命
」
で
あ
る
と
、
事
態
を
意
味
づ
け

る
、
と
言
う
か
事
態
の
意
味
を
切
り
換
え
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
な

ら
ば
、「
善
悪
と
も
に
我
が
君
の
御
諚
次
第
」
だ
か
ら
「
立
帰
つ

て
こ
の
通
り
を
言
上
」
す
る
の
が
上
使
の
役
目
で
あ
る
と
し
て

「
久
次
公
の
切
腹
を
見
届
け
し
上
は
」
と
、
久
秋
を
先
立
て
て
高

景
一
行
は
帰
っ
て
ゆ
く
。

（
四
）

上
使
に
よ
る
五
ヶ
條
の
不
審
改
め
に
、
大
炊
之
助
は
こ
の
よ
う

に
対
処
し
た
わ
け
だ
が
、
こ
れ
で
忠
臣
と
し
て
の
申
し
開
き
が
で

き
た
こ
と
に
な
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
場
で
は
大
炊
之
助
は
、
ま
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ず
上
使
高
景
に
対
す
る
忠
臣
と
し
て
の
「
演
技
」
を
す
る
必
要
が

あ
る
が
、
そ
れ
以
前
に
久
次
の
忠
臣
で
あ
る
こ
と
自
体
が
ひ
と
つ

の
「
演
技
」
で
あ
る
と
い
う
二
重
性
を
抱
え
込
ん
で
い
る
。
あ
る

い
は
、
久
次
の
忠
臣
で
あ
る
と
い
う
「
演
技
」
の
徹
底
が
上
使
に

対
す
る
「
演
技
」
と
一
元
化
さ
れ
る
こ
と
で
、
こ
こ
で
の
大
炊
之

助
は
型
ど
お
り
の
忠
臣
の
枠
に
自
ら
を
は
め
込
ん
で
し
ま
っ
て
い

て
、
見
物
に
は
妻
を
殺
さ
れ
自
身
の
命
も
投
げ
出
し
た
自
己
犠
牲

的
な
忠
臣
像
が
結
ば
れ
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
表
層
と

内
奥
の
真
実
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
大
き
け
れ
ば
大
き
い
ほ
ど
そ
の
暴

露
は
意
外
性
を
発
揮
す
る
が
、
そ
れ
は
同
時
に
人
間
性
の
把
握
に

ひ
そ
む
虚
無
の
影
、
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
を
感
じ
さ
せ
な
い
わ
け
に
は
い

か
な
い
。
じ
つ
は
、
こ
の
場
面
、
そ
れ
が
演
技
に
よ
っ
て
構
成
さ

れ
て
い
る
劇
で
あ
る
と
い
う
舞
台
の
上
で
、
役
な
り
の
真
実
は

「
演
技
」
と
い
う
こ
と
で
し
か
担
保
さ
れ
て
お
ら
ず
、
大
炊
之
助

は
も
ち
ろ
ん
高
景
も
久
次
も
、
誰
も
が
そ
の
本
心
を
「
演
技
」
に

包
み
隠
し
て
い
る
。

高
景
一
行
が
引
き
揚
げ
た
あ
と
、
い
き
な
り
大
炊
之
助
が
「
四

海
の
武
将
久
次
公
、
千
秋
万
歳
、
お
め
で
た
う
存
じ
奉
り
ま
す

る
」
と
久
次
に
向
っ
て
平
伏
す
る
。

大
炊

四
海
を
奪
ふ
叛
逆
の
企
て
。

久
次

す
り
や
、
某
が
謀
叛
の
存
念
を
、
達
す
る
所
存
よ
な
。

大
炊

恐
れ
な
が
ら
、
忠
義
の
道
に
二
つ
は
な
し
。

ひ
と
ま
ず
高
景
の
手
前
を
ご
ま
か
し
お
お
せ
た
あ
と
、
な
お
も
二

人
は
そ
れ
ぞ
れ
の
思
惑
に
し
た
が
っ
て
、
そ
の
「
本
心
」
を
隠
し

た
ま
ま
、
無
道
の
主
人
と
忠
義
の
家
臣
の
「
演
技
」
を
続
け
る
。

「
高
景
を
欺
か
ん
為
」
に
「
心
入
れ
あ
つ
て
突
き
込
み
し
九
寸
五

分
、
養
生
は
家
に
伝
は
る
良
薬
あ
り
」
と
大
炊
之
助
が
言
う
の

に
、「
久
秋
は
手
に
足
ら
ず
、
父
久
吉
を
討
ち
亡
ぼ
し
、
四
海
の

武
将
は
こ
の
久
次
」
と
久
次
が
応
じ
る
。
い
ざ
、
旗
揚
げ
に
「
我

れ
多
年
盗
み
置
き
し
、
瓢
の
旗
」
を
久
次
が
取
り
出
す
と
、
大
炊

之
助
は
そ
れ
を
奪
い
取
り
、「
今
日
只
今
、
四
海
の
武
将
、
此
村

大
炊
之
助
」
と
声
高
ら
か
に
宣
言
し
て
、
つ
い
に
本
音
を
吐
き
、

素
性
来
歴
の
長
い
述
懐
を
す
る
の
で
あ
る
。

元
来
、
某
は
、
異
国
の
者
な
り
し
が
、
真
柴
大
領
久
吉
に
我
が

領
地
を
切
り
取
ら
れ
、
無
念
骨
髄
に
徹
し
て
、
止
む
事
を
得

ず
。
何
卒
恨
み
を
散
ぜ
ん
と
、
心
を
尽
す
に
暇
な
し
。
我
れ
唐

土
に
於
い
て
、
蘇
友
と
い
へ
る
一
人
の
子
を
儲
く
。
乳
人
に
預

け
、
こ
の
土
に
渡
り
、
筑
前
博
多
の
浦
に
世
を
忍
ぶ
う
ち
、
又

も
や
兄
弟
の
倅
を
生
ず
。
唐
土
日
本
に
三
人
の
倅
、
又
逢
ふ
べ
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き
の
印
に
と
、
蘭
麝
の
一
本
を
形
見
に
残
し
別
れ
し
が
、
蘇

友
、
い
ま
、
日
本
に
来
た
り
し
と
聞
く
。
彼
れ
を
守
り
立
て
、

四
海
の
武
将
に
な
さ
ん
は
目
の
あ
た
り
。
我
れ
に
仕
へ
し
順
喜

観
と
い
へ
る
臣
、
又
、
こ
の
土
に
於
て
石
川
五
右
衛
門
と
い
へ

る
随
身
の
者
、
心
を
合
せ
、
事
を
計
る
。
疾
く
に
も
汝
を
切
つ

て
捨
つ
る
は
易
け
れ
ど
も
、
瓢
の
旗
を
手
に
入
れ
る
為
、
媚
び

諂
ひ
し
忠
義
も
計
略
な
り
。
と
く
と
我
が
謀
計
に
陥
つ
た
よ

な
。

し
か
し
、
粘
り
強
か
っ
た
の
は
久
次
の
方
で
あ
っ
た
。
大
炊
之

助
の
長
い
述
懐
の
あ
と
、「
ど
ん
ち
や
ん
」
の
鳴
り
物
が
響
く
な

か
、「
大
炊
之
助
キ
ツ
と
な
り
、
合
点
の
ゆ
か
ぬ
こ
な
し
」
の
う

ち
に
、
さ
っ
き
帰
参
し
た
は
ず
の
高
景
が
障
子
屋
體
の
「
障
子
を

開
き
」、
再
び
登
場
す
る
。
序
幕
、
玄
海
が
島
の
場
に
お
い
て
、

碑
銘
を
読
み
知
っ
て
い
る
高
景
は
「
謀
叛
の
張
本
、
大
明
の
宋
蘇

卿
、
最
早
遁
れ
ぬ
。
覚
悟
覚
悟
」
と
呼
ば
わ
る
の
で
あ
る
。「
最

善
よ
り
の
仔
細
、
と
く
と
聞
き
し
か
、
高
景
」
と
語
り
か
け
た
久

次
が
、
今
度
は
そ
の
本
心
を
明
か
す
番
で
あ
る
。

こ
の
日
頃
、
非
道
に
依
つ
て
、
其
方
に
預
け
と
な
り
し
そ
の
日

よ
り
、
偽
り
の
諫
言
も
、
こ
の
身
に
ひ
し
と
当
り
し
ゆ
ゑ
、
猶

も
悪
心
増
長
さ
せ
し
は
、
汝
が
心
底
を
計
ら
ん
為
。
か
ね
て
高

景
に
我
が
本
心
を
明
か
し
、
大
炊
之
助
が
手
段
を
顕
は
す
計
略

も
、
こ
れ
ま
で
の
非
道
も
、
不
孝
も
、
久
次
が
せ
め
て
は
父
君

へ
の
今
際
の
際
の
孝
行
。

久
次
の
無
道
放
埓
が
あ
る
時
点
か
ら
高
景
と
示
し
合
わ
せ
て
の
そ

れ
で
あ
っ
た
と
い
う
の
は
、
こ
れ
は
典
型
的
な
「
戻
り
」
の
演
出

で
あ
る
。
玄
海
が
島
か
ら
帰
参
し
た
高
景
が
謀
叛
謀
議
の
詮
索
と

阻
止
に
さ
ま
ざ
ま
な
手
を
打
っ
た
こ
と
は
、「
謀
叛
の
張
本
、
此

村
大
炊
、
素
性
は
唐
土
の
宋
蘇
卿
、
今
一
人
の
荷
担
人
の
、
順
喜

観
と
い
ふ
は
汝
が
召
仕
ふ
下
郎
の
八
田
平
」
と
告
げ
る
高
景
の
セ

リ
フ
か
ら
も
わ
か
る
。
も
う
煩
瑣
に
な
り
す
ぎ
る
の
で
詳
細
は
た

ど
ら
な
い
が
、
こ
の
幕
の
前
半
を
構
成
す
る
花
橘
の
母
と
名
乗
る

蛇
骨
婆
が
引
き
起
こ
す
騒
動
自
体
が
、
岸
田
民
部
の
指
示
を
受
け

た
そ
の
母
と
妻
に
よ
る
「
謀
り
事
」
で
あ
っ
た
と
明
か
さ
れ
る
の

も
、
そ
れ
で
あ
る
。

大
炊
之
助
は
「
疾
く
よ
り
伏
勢
あ
つ
て
、
我
が
家
の
四
方
を
取

巻
き
し
よ
な
。
宋
蘇
卿
が
絶
体
絶
命
。
唐
土
の
刀
の
切
れ
味
、
日

本
人
に
風
味
さ
せ
ん
。
先
づ
血
祭
り
は
」
と
「
久
次
の
首
を
ポ
ン

と
切
る
」。
そ
れ
か
ら
少
し
立
ち
回
り
の
あ
と
、「
煙
硝
パ
ツ
と
燃

え
る
」「
ト
返
し
襖
に
て
、
大
炊
之
助
の
姿
隠
れ
る
」
と
、「
右
の
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道
具
、
東
へ
引
き
」
舞
台
転
換
が
は
か
ら
れ
る
。
そ
の
「
模
様
唐

造
り
」
の
「
跡
一
間
半
の
亭
屋
台
」
で
、
大
炊
之
助
が
「
唐
冠
、

唐
衣
装
に
て
」
腰
か
け
て
「
琴
を
弾
い
て
居
る
見
得
」
で
登
場
す

る
。「
見
附
に
白
斑
の
鷹
の
掛
け
物
を
掛
け
て
、
前
に
青
貝
の
卓
、

香
炉
卓
の
下
、
花
活
け
に
橘
を
投
入
れ
に
し
て
、
虎
の
皮
を
敷

き
、
台
に
琴
を
載
せ
」
る
と
い
う
、
衣
装
、
調
度
な
ど
す
べ
て
唐

様
の
設
定
は
、
此
村
大
炊
助
と
い
う
日
本
人
に
成
り
す
ま
す
の
を

や
め
て
、
本
来
の
唐
人
宋
蘇
卿
に
戻
っ
て
の
述
懐
を
準
備
し
て
い

る
。そ

の
述
懐
は
、
中
国
音
楽
の
十
二
律
「
姑
洗
」
や
「
大
簇
」
を

挙
げ
、「
易
に
取
つ
て
は
地
雷
復
」
す
な
わ
ち
「
陰
陽
相
打
つ
て
、

再
び
久
吉
が
手
に
返
る
べ
き
命
数
ぢ
や
よ
な
」
と
い
う
現
在
の
窮

境
を
言
う
言
葉
で
始
ま
る
。
宋
蘇
友
の
こ
と
、
筑
前
箱
崎
で
生
ま

れ
た
兄
妹
の
こ
と
、「
三
人
の
同
胞
に
添
へ
し
名
香
は
蘭
麝
木
」

で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
「
心
を
合
は
せ
た
る
石
川
五
右
衛
門
に
、

こ
の
趣
を
告
げ
知
ら
せ
」
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
と
が
述
べ
ら
れ

る
。
敵
に
囲
ま
れ
、
所
在
も
わ
か
ら
ぬ
五
右
衛
門
に
い
か
に
し
て

「
密
書
の
使
ひ
」
を
送
る
か
。「
蘇
武
が
胡
国
の
雁
の
便
り
」
を
思

い
出
し
、
ち
ょ
う
ど
掛
か
る
掛
け
物
は
「
先
祖
徽
宗
皇
帝
が
名
画

の
誉
れ
」
あ
る
「
鷹
」
の
絵
、「
黄
鶴
仙
人
は
橘
の
実
を
以
て
鶴

を
画
き
し
に
、
こ
の
鶴
自
然
と
抜
け
出
で
」
た
故
事
に
倣
う
べ

く
、「
香
炉
を
取
つ
て
香
を
焚
く
」
と
「
一
心
込
め
し
人
間
の
霊

魂
」
に
感
応
あ
っ
て
「
掛
け
地
の
鷹
動
く
」。
さ
ら
に
大
炊
之
助

は
天
武
天
皇
の
五
節
の
舞
の
は
じ
め
を
真
似
て
、「
琴
を
引
き
寄

せ
、
急
な
手
を
弾
く
」
と
「
ド
ロ
ド
ロ
、
鷹
の
画
抜
け
出
で
、
大

炊
之
助
が
拳
に
と
ま
る
」。
こ
こ
で
天
武
天
皇
を
引
例
す
る
の
は
、

壬
申
の
乱
に
勝
利
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
皇
位
を
我
が
物
と
し
た
人

物
に
自
分
自
身
を
な
ぞ
ら
え
る
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
こ
の
白
斑

の
鷹
に
託
さ
れ
た
遺
書
が
、
南
禅
寺
山
門
の
五
右
衛
門
に
届
け
ら

れ
る
の
で
あ
る
。

そ
こ
へ
現
れ
た
高
景
と
久
秋
に
「
降
参
」
を
迫
ら
れ
る
な
か
、

さ
っ
き
久
次
か
ら
奪
い
取
っ
た
「
瓢
の
旗
」
ま
で
「
似
せ
物
」
と

知
ら
さ
れ
、
大
炊
之
助
が
「
斯
く
ま
で
お
の
れ
ら
に
計
ら
れ
し
、

宋
蘇
卿
の
運
の
尽
き
。
こ
の
上
は
、
日
本
人
の
胤
を
絶
や
す
」
と

呪
詛
を
吐
き
か
け
て
、「
大
炊
之
助
、
真
中
に
大
暴
れ
」
の
あ
と

「
三
人
、
よ
ろ
し
く
見
得
に
」
な
っ
た
と
こ
ろ
で
、
こ
の
場
は
切

り
と
な
る
。
か
く
て
、
此
村
大
炊
之
助
は
敗
れ
去
る
の
で
あ
る
。

さ
き
の
「
斯
く
ま
で
お
の
れ
ら
に
計
ら
れ
し
、
宋
蘇
卿
の
運
の

尽
き
」
と
い
う
セ
リ
フ
は
、
こ
の
幕
の
あ
り
よ
う
を
如
実
に
物
語

っ
て
い
る
。
久
次
が
型
ど
お
り
の
「
戻
り
」
を
演
じ
る
の
に
対
し

て
、
作
者
は
、
悪
人
が
死
に
際
し
て
善
心
に
立
ち
返
る
「
戻
り
」

の
演
出
を
徹
底
し
て
反
転
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
正
体
の
露
見
に
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至
る
此
村
大
炊
之
助
の
忠
臣
ぶ
り
を
一
つ
の
劇
的
緊
張
に
ま
で
高

め
て
み
せ
た
の
で
あ
る
。
此
村
大
炊
之
助
の
偽
装
が
徹
底
す
れ
ば

す
る
ほ
ど
、
高
景
側
の
対
応
は
複
雑
化
し
、
二
重
三
重
の
ど
ん
で

ん
返
し
が
仕
組
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
た
め
に
舞
台
構
成

上
、
道
具
を
た
と
え
ば
「
東
へ
引
い
て
取
る
」
と
い
う
よ
う
な
技

法
が
多
用
さ
れ
て
、
め
ま
ぐ
る
し
く
素
早
い
場
面
転
換
が
は
か
ら

れ
て
い
る
。

諫
言
に
徹
し
た
忠
臣
が
じ
つ
は
謀
叛
を
企
ん
で
い
た
と
い
う
、

こ
の
此
村
大
炊
之
助
と
い
う
役
の
設
定
は
、
小
瀬
甫
庵
『
太
閤

記
』
か
ら
導
か
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
仮
名
草
子
『
聚
楽
物
語
』

な
ど
に
描
か
れ
た
木
村
常
陸
介
像
に
由
来
す
る
の
で
あ
ろ
う
こ

と
、
ま
た
、
岸
田
民
部
に
石
田
治
部
が
効
か
せ
て
あ
る
こ
と
な
ど

含
め
て
、
石
川
五
右
衛
門
の
活
躍
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
た
い
。

（
こ
の
項
、
つ
づ
く
）

注（
１
）
「
第
二
六
八
回

平
成
二
十
二
年
三
月
歌
舞
伎
公
演

国
立
劇
場

番
付
補
綴
の
こ
と
ば
」
に
よ
る
。

（
２
）
平
凡
社
。
一
九
九
〇
年
三
月
、
新
装
復
刊
。

（
３
）
『
歌
舞
伎
年
表
』
宝
暦
三
年
一
二
月
一
八
日
条
記
事
。『
演
劇
百
科

大
事
典
』（
平
凡
社
）。

（
４
）
『
徳
川
実
記
』
文
恭
院
殿
御
実
記
巻
三
十
六
、
文
化
元
年
四
月
二

九
日
条
記
事
。

（
５
）
『
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
』（
岩
波
書
店
）
項
目
「
太
閤
記
物
（
中

村
幸
彦
）」。

（
６
）
武
内
確
斎
作
、
岡
田
玉
山
画
読
本
。
寛
政
九
年
の
初
編
十
二
冊
刊

行
後
、
こ
の
時
点
で
五
編
十
二
冊
ま
で
刊
行
。
寛
政
十
三
年
に
六
編

十
二
冊
、
享
和
元
年
に
七
編
十
二
冊
が
刊
行
さ
れ
て
完
結
。

（
７
）
新
日
本
古
典
文
学
大
系
六
〇
に
よ
る
。

（
８
）
新
日
本
古
典
文
学
大
系
『
謡
曲
百
番
』
解
説
は
、「
作
者
不
明

（
観
世
元
雅
作
か
）」
と
す
る
。
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